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平L元え23キ112月 11日 (日 )

閉場 1330 開演 14:00

千葉市民会館 大ホール

[全席指定]一般2000円 高校 大学生1000円 小 中学生500円 ●|"2、ス

販売開始 平成23年 9月 15日 (木 )～
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袴
狂
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ふ
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狂
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千
葉
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作
　
演
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段
様

太
郎
冠
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一
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ッ
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参
カロ
者
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囲
目
回
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日
本

の
苦
典
芸
能

（
「笑

い
」
の
芸
能
と
言
わ
れ

る
）
。
内
容
的
に
は
風
剌
　
失
敗
談
な
ど
滑
札
さ
の

あ
る
も
の
。
主
と
し
て
科
（し
ぐ
さ
）
と
自
（せ
り

ヽ
）

に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
■
劇
。
能

と
同
様

に
猿
楽

か
ら
発
展
し
た
伝
統
芸
能

で
　
猿
楽

の
滑
格
味
を

洗
練
さ
せ
た
笑
劇
。
室

町

初
期
以
来
　
能

と
書
接

な
関
係
を
保

っ
て
き
た

の
で
　
能

と
狂
言
を

一
括

し
て

「
能
楽
」
と
よ
ふ
。

小

笠

原

匡

釉

泉

流

年

一・・品

公
益

社

回
法

人
　

能

楽

協
会

会

ｉ

日
本

ｔ

共
会

会

員

■

■

，

形
文

化
財

総
今

指

定

保
■

者

１
９
６
５
年
東
京
生
ま
れ
。

初
世
　
野
村
　
萬

（文
化
功
労
者
　

，云
術
洗
会
員
　
芸
団
協
会
長
　
人
間
口
宝
　
能

楽
協
会
理
事
長
）
故
８
世
　
野
村
万
蔵

９
世
　
野
村
万
蔵
に
師
事
。

す
で
に
狂
≡
の
大
山
で
あ
る
「奈
須
与
市
語
「
二
呑
■
〓
釣
狐
Ｌ
金
日
Ｌ
花
子
」を
披
く
．

ま
た

新
作
狂
言
「鉢
か
づ
き
「
新
千
葉
笑

い
Ｌ
光
源
人
」
等
の
作
　
演
出
を
手
が
け
る
。

さ

ら
に

能
　
狂
言
　
文
楽
　

， 洛
語
　
識
談
　
わ
人
藪
と

い
う
６

つ
の
ジ

ャ
ン
ル
の

コ
ラ
ボ
レ
ー

ン
ョ
ン
を
め
ざ
し
た

「
風
流
」
を
主
宰
Ｌ
て
　
「
刀
こ
ふ
」
「
良
４
さ
ん
」

「
石
川
五
右
衛
門
」
等
を
作
　
演
出
す
る
。

愛
知
万
博
開
催
記
念
着
別
公
演

「
い
る
さ
と
の
四
季
」
や
「平
成
版
　
阿
国
歌
舞
伎
」
作

演
出
　
主
演
。

２
０
０
５
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「義
経
」

２
０
０
６
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
曜
Ｌ
代
劇

「±
■
の
日
国
」
の
芸
能
指
導
を
担
当
し
た
。
２
０
０
７
年
に
は

「
狂
言
と
技
ま
の
コ
ラ

ホ
レ
ー

ン
コ
ン
　
■
業
責
詳
」
を
作
　
演
出
す
る
。

千
葉
県
で
は
２
０
０
６
年
よ
り

「
房
総
発
見
伝
Ｉ
Ｎ
狂
≡
」
企
画
を
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス

し
て
毎
年
千
葉
県
の
神
話
民
話
風
習
を
題
材
に
創
作
狂
言
を
劇
作
　
演
出
し
て

い
る
。

２
０
０
９
年
に
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
歴
史
特
呑

「虐
招
捉
寺
」
ド
ラ
マ
の
芸
能
考
証
及
び
所
作

指
４
を
担
当
。

現
在
　
萬
狂
言
関
西
支
部
代
表
　
千
葉
大
学
客
員
教
牧
　
千
葉
茨
送
大
学
非
常
動
講

師

わ
太
鼓
集
団
「
技
士
」
講
師

創
作
狂
言
と
は
　
古
典
の
征
吉
に
対
し
て
新
た
に
千
葉
の
伝
承
文
化
を
伝
統
的
苦
共
芸
能
で
あ
る
狂
言
の

手
法
に
よ
っ
て
復
活
Ｌ
ゴ
′
術
性
の
高
い
文
化
と
し
て
未
来
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回

演
日
と
な
る
「
千
葉
笑
Ｌ

は
千
葉
市
の
千
葉
寺
で

上
Ｂ

大
み
そ
か
の
夜
に
住
民
が
頭
を
穫
い

面
を

薇
っ
て
集
ま
り

奉
行
　
役
人
の
不
正
か
ら
近
所
の
者

親
兄
弟
に
二
る
人
々
の
一年
間
の
百
動
の
■
患
を
言
い

立
て
て

大
笑
い
し
た
行
事
で

＾
）れ
に
よ
っ
て

本
行
　
役
人
た
ち
は
身
を
慎
ん
た
と
い
わ
れ
て
い
る
．

こ
の
行
事
は
　
地
域
の
人
々
に
よ

っ
て
主
催
さ
れ
　
政
治
　
文
化
に
大
き
な
影
響
力
を
も

っ
て

い
た
た

め
多
く
の
国
学
者
か

ら
称
贅
さ
れ
た
が

明
治
時
代
以
降

廃
れ
て
し
ま

っ
た
。

今
回
の
創
作
狂
言
「
千
葉
わ
ら

い
」
は
　
こ
の
行
事
を
狂
言
と
し
て
演
す
る
も
の
で
　
千
葉
大
学
の
学
生

が
台
本
を
制
作
し

上
演
さ
れ
る
。

な
お

「千
葉
笑
ど
の
行
事
は
２
０
１
０
年
つ
月
３‐
日
に
千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
の
境
内
で
地
域
の
人
々
に
よ
っ

て
復
活
さ
れ
た
。そ
の
後

千
葉
笑
い
を
地
域
文
化
と
し
て
継
承
す
る
た
め
「千
葉
笑
い
複
興
会
」
が
発
足
し
た
。

一Ｌ

「祭
囃
子
」

大
囃
子
　
昇
段

鎌
な
等
の
五
喘
子
が

一
連
と
な

っ

て
演
奏
さ
れ
る
。

「道
化
舞
」

仁

羽

と

い

つ
由

に
あ

わ

せ

て
　
道

化

が
踊

る
。

ひ
ょ
っ
と
こ

同
■

お
か
め
な
ど
の
面
を
使
用
す
る
。

都
町
諏
訪
神
社
お
囃
子
会

都
町
の
中

た
部
は
江
戸
■
代
に
は
辺
口
村
と

い

い
　
そ
の
民
神
で
あ
る
諏
訪
神
社
で
は
　
当
辞
神

楽
や
囃
子
が
本
納
さ
れ
て

い
た
よ

つ
で
あ
る
。
現

在
の
都
町
お
囃
子
会
は
近
郊

の
作
草
部
脅
社
神
楽

連
よ
り
教
え
を
受
け
　
毎
年
諏
訪
神
社
の
例
祭
に

参
加
し
て

い
る
。

「寿
獅
子
２
頭
舞
い
」

登
戸
の
獅
子
舞
は
獅
子
頭
の
中

に
１
人
が
入
る
舞

い
形
式
で
　
道
化
の
も
ど
き
役
が
付
く
。
家
内
安
全

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
獅
子
舞
で
あ
る
。

登
渡
神
社
登
戸
囃
子
逹

地
元
登
渡
神
社
の
ご
祭
礼
を
中

た
と
し
て
　
千

葉
市
の
産
業
祭
り
や
海
外
の
姉
妹
都
市
と
の
文
化

交
流
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
　
幅
広
く
活
動

し
て

い
る
。
そ
の
生

い
立
ち

の
歴
史
は
明
治
時
代

の
中
ご
ろ
に
深
川
系
の
神
楽
囃
子
が
登
戸
の
地
に

伝
わ
り
　
現
在
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。


